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(57)【要約】　      （修正有）
【要約】　
【課題】薄型形状の電気回路部品に装着し、大電流を安 
定に流すことができる端子を提供する。
【解決手段】端子は、二枚の導電板が重ねられて接合さ 
れた接合領域１１と、接合領域から延びる二枚の導電板 
が互いに反対方向に折れ曲がる折曲領域１２と、折曲領 
域から更に延びる二枚の導電板が相互間に空隙を保って 
対向する対向領域１３と、対向領域に在る二枚の導電板 
の少なくとも一方に形成された貫通孔１４と、を有する 
。電気回路部品は、対向領域１３の二枚の導電板の間に 
挿入され、貫通孔１４を埋めた半田により電気回路部品 
の導電層と端子とが固定される。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　5  　　ＦＤ　（全8頁）



10

20

30

40

50

JP 3191325 U 2021.3.12(2)

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
端 子 接 続 用 の 導 電 層 が 絶 縁 基 板 の 表 面 に 形 成 さ れ た 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に 装 着 さ れ る  
端 子 で あ っ て 、
第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と が 相 互 間 に 空 隙 を 保 っ て 対 向 す る 対 向 領 域 と 、
前 記 第 一 の 導 電 板 と 前 記 第 二 の 導 電 板 と が 、 直 接 ま た は 第 三 の 導 電 板 を 介 し て 重 ね ら れ て  
一 体 的 に 接 合 さ れ た 接 合 領 域 と 、
前 記 対 向 領 域 に 在 る 前 記 第 一 の 導 電 板 及 び 第 二 の 導 電 板 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 貫  
通 孔 と 、
を 有 し 、
前 記 電 気 回 路 部 品 が 、 前 記 対 向 領 域 の 前 記 第 一 の 導 電 板 と 前 記 第 二 の 導 電 板 と の 間 に 挿 入  
さ れ 、 前 記 貫 通 孔 を 埋 め た 半 田 が 前 記 電 気 回 路 部 品 の 前 記 導 電 層 に 接 着 し て 該 電 気 回 路 部  
品 へ の 固 定 が 行 わ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 端 子 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 端 子 で あ っ て 、
前 記 接 合 領 域 の 前 記 第 一 の 導 電 板 と 前 記 第 二 の 導 電 板 と が 直 接 重 ね ら れ て 接 合 さ れ 、
前 記 接 合 領 域 と 前 記 対 向 領 域 と の 間 に 、 前 記 第 一 の 導 電 板 と 前 記 第 二 の 導 電 板 と が 互 い に  
反 対 方 向 に 折 れ 曲 が る 折 曲 領 域 を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 端 子 で あ っ て 、
前 記 接 合 領 域 の 前 記 第 一 の 導 電 板 と 前 記 第 二 の 導 電 板 と が 、 前 記 対 向 領 域 の 前 記 第 一 の 導  
電 板 と 前 記 第 二 の 導 電 板 と の 間 の 空 隙 に 相 当 す る 厚 さ の 前 記 第 三 の 導 電 板 を 介 し て 接 合 さ  
れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 端 子 で あ っ て 、 前 記 接 合 領 域 と 前 記 対 向 領 域 と の 間 の 前 記 第 一  
の 導 電 板 及 び 第 二 の 導 電 板 に 、 外 側 に 膨 ら む 膨 出 部 が 形 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 端 子 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 端 子 で あ っ て 、 前 記 接 合 領 域 の 前 記 導 電 板 が 、 ス ポ ッ  
ト 溶 接 で 接 合 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 端 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 絶 縁 基 板 上 に 抵 抗 や 導 体 の 層 が 形 成 さ れ た 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に 用 い る 端  
子 に 関 し 、 電 気 回 路 部 品 に 大 電 流 を 安 定 的 に 流 す こ と を 可 能 に す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 セ ラ ミ ッ ク 板 な ど の 絶 縁 基 板 の 表 面 に 抵 抗 膜 を 印 刷 で 形 成 し た 厚 膜 抵 抗 器 や 、 絶 縁  
基 板 上 の 電 極 間 に 低 融 点 金 属 層 を 形 成 し た ヒ ュ ー ズ な ど が 広 く 用 い ら れ て い る 。
こ れ ら の 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 は 、 プ リ ン ト 基 板 等 に 表 面 実 装 さ れ る も の が 多 い 。 し か  
し 、 大 電 流 を 遮 断 す る サ ブ ス ト レ ー ト ヒ ュ ー ズ や 大 電 力 用 抵 抗 器 で は 、 大 電 流 用 の 端 子 を  
接 続 す る こ と が 必 要 に な る 。
下 記 特 許 文 献 １ に は 、 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に 接 続 端 子 を 直 接 溶 接 し た り 、 電 気 回 路 部  
品 の 端 子 取 り 付 け 位 置 に 孔 を 開 け て 、 そ の 孔 に 接 続 端 子 の 凸 部 を 係 合 さ せ た り す る 技 術 が  
開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 Ｗ Ｏ ９ ９ － １ ８ ５ ８ ４ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 セ ラ ミ ッ ク 等 の 絶 縁 基 板 を 用 い る 電 気 回 路 部 品 で は 、 絶 縁 基 板 上 の 導 電 膜 に 接 続  
端 子 を 強 固 に 溶 接 し た り 、 絶 縁 基 板 に 端 子 係 合 用 の 孔 を 開 け た り す る こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 は 、 こ う し た 事 情 を 考 慮 し て 創 案 し た も の で あ り 、 絶 縁 基 板 の 表 面 に 抵 抗 や 導 体 の  
層 が 形 成 さ れ た 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に 安 定 的 に 結 合 し 、 こ の 電 気 回 路 部 品 へ の 大 電 流  
の 通 電 を 可 能 に す る 端 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 考 案 は 、 端 子 接 続 用 の 導 電 層 が 絶 縁 基 板 の 表 面 に 形 成 さ れ た 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に  
装 着 さ れ る 端 子 で あ っ て 、 第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と が 相 互 間 に 空 隙 を 保 っ て 対 向 す  
る 対 向 領 域 と 、 第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と が 、 直 接 ま た は 第 三 の 導 電 板 を 介 し て 重 ね  
ら れ て 一 体 的 に 接 合 さ れ た 接 合 領 域 と 、 対 向 領 域 に 在 る 第 一 の 導 電 板 及 び 第 二 の 導 電 板 の  
少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 と 、 を 有 し 、 電 気 回 路 部 品 が 、 対 向 領 域 の 第 一 の 導 電  
板 と 第 二 の 導 電 板 と の 間 に 挿 入 さ れ 、 貫 通 孔 を 埋 め た 半 田 が 電 気 回 路 部 品 の 導 電 層 に 接 着  
し て 電 気 回 路 部 品 へ の 固 定 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
こ の 端 子 は 、 絶 縁 基 板 に 対 し て 機 械 的 な 大 き な ス ト レ ス を 与 え る こ と な く 、 電 気 回 路 部 品  
に 安 定 的 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 考 案 の 端 子 で は 、 接 合 領 域 の 第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と が 直 接 重 ね ら れ て 接  
合 さ れ 、 接 合 領 域 と 対 向 領 域 と の 間 に 、 第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と が 互 い に 反 対 方 向  
に 折 れ 曲 が る 折 曲 領 域 が 設 け ら れ る 。
こ の 端 子 は 、 二 枚 の 導 電 板 で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 考 案 の 端 子 で は 、 接 合 領 域 の 第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と を 、 対 向 領 域 の 第 一  
の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と の 間 の 空 隙 に 相 当 す る 厚 さ の 第 三 の 導 電 板 を 介 し て 接 合 す る よ  
う に し て も 良 い 。
第 三 の 導 電 板 の 厚 さ を 、 対 向 領 域 の 第 一 の 導 電 板 と 第 二 の 導 電 板 と の 間 に 挿 入 す る 電 気 回  
路 部 品 の 厚 さ に 合 わ せ る こ と で 、 各 種 の 厚 さ の 薄 型 形 状 部 品 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 考 案 の 端 子 で は 、 接 合 領 域 と 対 向 領 域 と の 間 の 第 一 の 導 電 板 及 び 第 二 の 導 電 板 に  
、 外 側 に 膨 ら む 膨 出 部 を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
通 電 時 の 熱 で 電 気 回 路 部 品 が 厚 さ 方 向 に 膨 張 し た 場 合 で も 、 膨 出 部 の 緩 衝 作 用 に よ り 接 合  
領 域 の 破 損 が 回 避 で き る 。 膨 出 部 の 形 状 は 任 意 で あ り 、 例 え ば 、 断 面 形 状 が 弧 状 や 凹 凸 形  
状 の 膨 出 部 を 設 け る こ と で 、 電 気 回 路 部 品 の 膨 張 に 対 す る 緩 衝 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 考 案 の 端 子 で は 、 接 合 領 域 の 導 電 板 を ス ポ ッ ト 溶 接 で 接 合 す る こ と が で き る 。
ス ポ ッ ト 溶 接 の 溶 接 箇 所 や 溶 接 数 を 適 宜 選 択 す る こ と に よ り 、 必 要 な 接 合 強 度 を 得 る こ と  
が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 考 案 の 端 子 は 、 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に 安 定 的 に 結 合 し て 、 電 気 回 路 部 品 に 大 電 流 を  
流 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 端 子 の 形 状 を 示 す 図
【 図 ２ 】 図 １ の 端 子 が 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 に 固 定 さ れ た 状 態 を 示 す 図
【 図 ３ 】 図 １ の 端 子 が 使 用 さ れ た 大 電 力 用 ヒ ュ ー ズ を 示 す 図
【 図 ４ 】 図 １ の 端 子 の 変 形 例 を 示 す 図
【 図 ５ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 端 子 の 形 状 を 示 す 図
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 端 子 の 形 状 を 示 し て い る 。 図 １ （ ａ ） は 、 平 面 図 、 図 １  
（ ｂ ） は 、 そ の 側 面 図 で あ る 。
対 を 成 す 各 端 子 １ ０ は 、 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ が 重 ね ら れ て 接 合 さ れ た 接 合 領 域 １ １  
と 、 接 合 領 域 １ １ か ら 延 び る 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ が 互 い に 反 対 方 向 （ 図 １ で は 上 下  
方 向 ） に 折 れ 曲 が る 折 曲 領 域 １ ２ と 、 折 曲 領 域 １ ２ か ら 更 に 延 び る 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １  
０ ２ が 相 互 間 に 空 隙 １ ４ １ を 保 っ て 対 向 す る 対 向 領 域 １ ３ と を 有 し て い る 。
ま た 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ に は 、 そ れ ぞ れ 、 固 定 用 の 貫 通 孔 １ ４ が 形 成 さ  
れ 、 接 合 領 域 １ １ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ に は 、 取 付 用 の 穴 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
接 合 領 域 １ １ の 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ は 、 ス ポ ッ ト 溶 接 に よ り 三 箇 所 １ ６ １ 、 １ ６ ２  
、 １ ６ ３ が 溶 接 さ れ て い る 。
対 向 領 域 １ ３ の 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ は 、 相 互 間 に 、 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 の 厚 さ  
寸 法 に 相 当 す る 空 隙 １ ４ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 こ こ で は 、 二 枚 の 独 立 し た 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ に よ り 端 子 １ ０ を 構 成 し て い る が 、  
一 枚 の 長 尺 な 銅 板 を 真 ん 中 か ら 折 り 返 し 、 折 り 返 さ れ た 銅 板 を 二 枚 の 銅 板 と し て 、 接 合 領  
域 １ １ 、 折 曲 領 域 １ ２ 及 び 対 向 領 域 １ ３ を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 端 子 １ ０ が 固 定 さ れ る 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 は 、 端 子 １ ０ に 電 気 接 続 す る 導 電 層 を  
絶 縁 基 板 の 表 面 に 有 し て い る 。
こ の 導 電 層 は 、 抵 抗 層 や ヒ ュ ー ズ 層 の 電 極 用 に 形 成 さ れ た 絶 縁 基 板 表 面 の 層 で あ る 。 ま た  
、 絶 縁 基 板 上 の 抵 抗 層 や ヒ ュ ー ズ 層 自 体 を 、 端 子 １ ０ と の 電 気 接 続 を 図 る 導 電 層 と し て 用  
い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ の 平 面 図 （ ａ ） 及 び 側 面 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 ２ ０ は 、 対  
向 領 域 １ ３ の 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ が 形 成 す る 空 隙 １ ４ １ に 挿 入 さ れ 、 接 合 領 域 １ １  
の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ に 当 接 し て 位 置 決 め さ れ る 。 あ る い は 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 方 に 対  
向 領 域 １ ３ へ の 挿 入 量 を 規 定 す る 凸 部 を 設 け 、 凸 部 が 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２  
の 端 部 に 当 接 し て 位 置 決 め さ れ る ま で 電 気 回 路 部 品 ２ ０ を 空 隙 １ ４ １ に 挿 入 す る よ う に し  
て も 良 い 。
挿 入 さ れ た 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 絶 縁 基 板 上 の 導 電 層 は 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ （ ま た  
は １ ０ ２ ） の 内 側 に 接 触 す る 。 こ の 導 電 層 は 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ が 位 置 決 め 位 置 に ま で 挿  
入 さ れ た と き 、 銅 板 の 貫 通 孔 １ ４ と 重 な る よ う に 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 絶 縁 基 板 上 に 予 め 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 い で 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 貫 通 孔 １ ４ に 半 田 が 浸 入 す る よ う に 半 田 仕  
上 げ が 行 わ れ 、 貫 通 孔 １ ４ を 埋 め た 半 田 は 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 絶 縁 基 板 上 の 導 電 層 に 接  
着 し 、 端 子 １ ０ と 電 気 回 路 部 品 ２ ０ と が 固 定 さ れ る 。
図 ３ は 、 こ の 端 子 １ ０ が 結 合 さ れ た ヒ ュ ー ズ エ レ メ ン ト ３ ０ を 消 弧 剤 ３ １ と と も に 外 管 ３  
２ 内 に 封 入 し た 大 電 力 用 ヒ ュ ー ズ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 導 電 層 は 、 抵 抗 層 や ヒ ュ ー ズ 層 と と も に 絶 縁 基 板 の 両 面 に 設 け  
て も 良 い 。 こ の 場 合 、 端 子 １ ０ と 電 気 回 路 部 品 ２ ０ と は 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 及 び  
１ ０ ２ の 各 貫 通 孔 １ ４ を 埋 め る 半 田 に よ り 強 固 に 固 定 さ れ る 。
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ま た 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 導 電 層 が 絶 縁 基 板 の 片 面 に の み 形 成 さ れ る 場 合 は 、 対 向 領 域 １  
３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 内 、 導 電 層 に 対 向 す る 側 の 銅 板 に の み 貫 通 孔 １ ４ を 設 け る よ う  
に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 端 子 １ ０ は 、 薄 型 形 状 の 電 気 回 路 部 品 ２ ０ に 対 し て 、 大 き な 機 械 的 ス ト レ ス を 与 え ず  
に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
こ の 端 子 １ ０ は 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ に 大 き な 電 流 を 流 す こ と が 可 能 で あ り 、 大 電 流 で 電 気  
回 路 部 品 ２ ０ が 発 熱 し て も 、 安 定 し た 結 合 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
ま た 、 端 子 １ ０ の 対 向 領 域 １ ３ に 挿 入 す る 電 気 回 路 部 品 ２ ０ は 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０  
１ 、 １ ０ ２ に 案 内 さ れ 、 位 置 決 め さ れ る 位 置 ま で 誘 導 さ れ る た め 、 そ の 挿 入 作 業 が 容 易 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 端 子 １ ０ は 、 銅 板 以 外 の 導 電 板 を 用 い て 形 成 し て も 良 い 。 メ ッ キ 被 覆 し た 金 属 板 を  
用 い る こ と も で き る 。
ま た 、 接 合 領 域 １ １ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ を 接 合 す る ス ポ ッ ト 溶 接 の 溶 接 箇 所 や 溶 接 数 は  
、 必 要 な 接 合 強 度 が 得 ら れ る よ う に 適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。
ま た 、 接 合 領 域 １ １ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ は 、 ス ポ ッ ト 溶 接 以 外 の 方 法 で 接 合 し て も 良 い  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 本 考 案 の 端 子 の 変 形 例 を 示 し て い る 。 こ の 端 子 ４ ０ は 、 折 曲 領 域 １ ２ か ら 対 向 領  
域 １ ３ へ 移 行 す る 二 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 移 行 箇 所 に 、 外 側 に 膨 ら む 膨 出 部 ４ １ を 備  
え て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 １ と 変 わ り が な い 。
こ の 端 子 ４ ０ は 、 通 電 時 の 熱 で 電 気 回 路 部 品 ２ ０ が 厚 さ 方 向 に 大 き く 膨 張 し 、 対 向 領 域 １  
３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ に 対 し て 、 相 互 間 の 間 隔 を 拡 げ る 力 が 加 わ っ た 場 合 で も 、 膨 出 部  
４ １ の 緩 衝 作 用 に よ り 、 そ の 力 が 接 合 領 域 １ １ に ま で 及 ば な い 。 そ の た め 、 接 合 領 域 １ １  
の 接 合 の 破 損 が 回 避 で き る 。
な お 、 膨 出 部 ４ １ の 形 状 は 任 意 で あ る 。 図 ４ で は 、 断 面 が 弧 状 の 膨 出 部 ４ １ を 設 け て い る  
が 、 断 面 が 凹 凸 状 な ど で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 図 ５ は 、 本 考 案 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 端 子 を 示 し て い る 。 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に  
、 こ の 端 子 は 、 接 合 領 域 １ １ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ の 間 に 、 電 気 回 路 部 品 ２ ０ の 厚 さ に 相  
当 す る 厚 さ （ 即 ち 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 間 の 空 隙 に 相 当 す る 厚 さ ） の 銅 板  
１ ０ ３ を 介 在 さ せ て 、 三 枚 の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ を ス ポ ッ ト 溶 接 で 接 合 し て い る  
。 ま た 、 接 合 領 域 １ １ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ と 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ と の 間  
に は 膨 出 部 ４ １ を 設 け て い る 。
こ の 端 子 は 、 銅 板 １ ０ ３ の 厚 さ を 、 対 向 領 域 １ ３ の 銅 板 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 間 に 挿 入 す る 電 気  
回 路 部 品 ２ ０ の 厚 さ に 合 わ せ る こ と で 、 各 種 の 厚 さ の 薄 型 形 状 部 品 に 対 し て 適 用 す る こ と  
が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 考 案 の 端 子 は 、 装 着 す る 電 気 回 路 部 品 に 対 し て 大 電 流 を 流 す こ と が 可 能 で あ り 、 大 電 流  
を 遮 断 す る サ ブ ス ト レ ー ト ヒ ュ ー ズ や 大 電 力 用 抵 抗 器 等 、 大 電 力 用 の 各 種 電 気 回 路 部 品 に  
広 く 利 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０   端 子
１ １   接 合 領 域
１ ２   折 曲 領 域
１ ３   対 向 領 域
１ ４   貫 通 孔
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１ ５   取 付 用 穴
２ ０   電 気 回 路 部 品
３ ０   ヒ ュ ー ズ エ レ メ ン ト
３ １   消 弧 剤
３ ２   外 管
４ ０   端 子
４ １   膨 出 部
１ ０ １  銅 板
１ ０ ２  銅 板
１ ０ ３  銅 板
１ ４ １  空 隙
１ ６ １  ス ポ ッ ト 溶 接 箇 所
１ ６ ２  ス ポ ッ ト 溶 接 箇 所
１ ６ ３  ス ポ ッ ト 溶 接 箇 所
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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